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住みやすさナンバー1のまち　八潮 No.797　

平成２9年
（2017年）

４

詐欺に注意しましょう
サ ギ

【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

平成29年（2017年）３月１日現在
前月比

人口 …… 87,325人 （＋108人）
男  …… 45,393人 （＋24人）
女  …… 41,932人 （＋84人）

世帯 …… 39,374世帯 （＋110世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容

平成29年度当初予算のお知らせ� ●❷
公共下水道に早めの接続を! ／65歳からの健康�
づくり～介護予防で元気アップ～� ●❸
高齢者在宅福祉生活支援サービス� ●❹
市政の執行状況� ●❺

おしらせHOTコーナー�
案内・催し・募集� � 6～9
5月各種無料相談／８４０伝言板� ●⓫
八潮市長選挙および八潮市議会議員一般選挙につ
いて／国士舘大学と埼玉県八潮市の包括的連携に
関する協定／やしお８４０メール配信サービスの
登録について／やしお文芸特集作品募集� ●⓬

　３月10日から３1日まで、中川やしおフラワーパークで、「花桃まつり」が開催されました。
　特別イベントは、18日・19日に開催され、桃色（ピンク）で全員集合、花桃ライブ、和船遊覧体験などが行われました。
　また、同時開催の水辺の楽校特別イベントでは、カヌー体験や防災まつりなどが行われ、２日間で両イベントをあわせて約２万5,２00人
の来場者でにぎわいました。
　中川やしおフラワーパークと水辺の楽校は、散策でもご利用いただけますので、ぜひお越しください。

物商工観光課☎奮202

満開の花桃

地震体験（防災まつり）

顔出し看板で遊ぶ皆さん

カヌー体験

水辺の楽校特別イベント
川の駅・中川やしお花桃まつり

を開催を開催
第12回

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
平

成
２９
年
４
月
１
日
以
降
に
お
子

さ
ん
が
誕
生
し
た
家
庭

▼
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん　

誕
生
の
日
以
後
、
継
続
し
て
市

内
に
住
所
を
有
す
る
お
子
さ
ん

▼
支
給
対
象
者　
支
給
対
象
の

お
子
さ
ん
の
誕
生
の
日
に
お
い

て
、
引
き
続
き
１
年
以
上
前
か

ら
市
内
に
住
所
を
有
す
る
お
父

さ
ん
ま
た
は
お
母
さ
ん

※
当
分
の
間
、
市
内
に
住
所
を

有
す
る
期
間
が
１
年
に
満
た
な

い
お
父
さ
ん
ま
た
は
お
母
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
が
１

年
以
上
と
な
っ
た
日
に
お
い
て
、

支
給
対
象
と
し
ま
す
。

▼
申
請
の
日
に
お
い
て
、
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
対
象
と
な
る
市
税
な
ど
…
市

民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
保
育
料

金
額　
支
給
対
象
の
お
子
さ
ん

１
人
に
つ
き
１
回
に
限
り
３
万

円仏
支
給
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

の
１
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

に
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
駅

前
出
張
所
窓
口
へ

誕
生
祝
金
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

　
子
ど
も
の
誕
生
を
祝
い
、
健
全
な
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、

誕
生
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
物
子
育
て
支
援
課
☎
奮
４
２
７

４月１日
から
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

平成２9年度会計別予算総括表一般会計の歳入・歳出予算

一般会計予算の主な事業（※第5次八潮市総合計画の分野別将来目標ごとに整理したものです）

　
平
成
29
年
度
市
の
当
初
予
算
は
、
保
育
所
の
整
備
や
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
内
容
拡
充
な
ど
の
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
、
市
民
生
活
に
密

着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
な
ど
を
中
心
に
、「
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」
で
掲
げ
る
「
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち　
八
潮
」
を
実
現

す
る
た
め
、「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
視
点
で
、
事
業
の
必
要
性
・
優
先
度
や
事
業
効
果
、
経
費
の
内
容
な
ど
を
徹
底
的
に
検
証
し
、
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
予
算
の
規
模
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

��

物
財
政
課
☎
奮
３
０
６��

※詳しい内容や予算書の全ページ（PDFファイル）は、市ホームページをご覧ください。

（単位：千円、％）

　年度　

会計区分

平成29年度 
予　算　額 

Ａ

平成28年度 
予　算　額 

Ｂ

対前年度比

増減額 
Ｃ（Ａ－Ｂ）

増減率 
Ｃ／Ｂ
×100

一般会計（ア） 28,450,000 27,080,000 1,370,000 5.1

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 11,248,690 11,119,049 129,641 1.2

公 共 下 水 道 4,165,000 4,493,000 △ 328,000 △ 7.3

稲 荷 伊 草 第 二
土 地 区 画 整 理 265,500 88,500 177,000 200.0

鶴ヶ曽根・二丁目
土 地 区 画 整 理 174,400 260,400 △ 86,000 △ 33.0

大 瀬 古 新 田
土 地 区 画 整 理 550,900 503,300 47,600 9.5

西 袋 上 馬 場
土 地 区 画 整 理 693,400 727,600 △ 34,200 △ 4.7

南部東一体型特定
土 地 区 画 整 理 1,633,000 1,619,800 13,200 0.8

介 護 保 険 5,006,279 4,505,750 500,529 11.1

後 期 高 齢 者 医 療 828,245 790,382 37,863 4.8

計（イ） 24,565,414 24,107,781 457,633 1.9

上水道事業会計
（企業会計）（ウ） 3,132,860 3,026,453 106,407 3.5

合計（ア＋イ＋ウ） 56,148,274 54,214,234 1,934,040 3.6

歳　入
284億
5千万円

284億
5千万円

市税
56.4％
160億
4,102万
8千円

民生費
43.9％
124億
8,549万
3千円

土木費　14.2％
40億2,860万8千円

教育費　8.5％
24億1,025万1千円

公債費　10.4％
29億5,948万円

総務費　9.4％
26億7,062万5千円

衛生費　6.8％
19億2,563万4千円

議会費　0.9％
2億6,769万3千円
商工費　1.7％
4億8,592万1千円
消防費　3.6％
10億3,580万円

歳　出

国庫支出金　17.2％
48億9,173万9千円

県支出金　5.3％
15億973万9千円

諸収入　5.1％
14億5,893万3千円

地方消費税交付金　4.6％
13億1千万円

市債　4.2％
12億390万円

繰越金　1.8％
5億円

分担金及び負担金　1.5％
4億1,449万2千円

繰入金　1.2％
3億4,331万6千円

その他　2.7％
7億7,685万3千円

使用料及び手数料
地方譲与税
地方交付税
地方特例交付金
配当割交付金
自動車取得税交付金
株式等譲渡所得割交付金
財産収入
交通安全対策特別交付金
寄附金
利子割交付金

1億7,368万5千円
1億7,300万円 　
1億2,000万円 　
8,000万円 　
6,500万円 　
5,600万円 　
3,800万円 　
3,666万6千円
1,450万円 　
1,300万2千円
700万円 　

その他　0.6％
1億8,049万5千円

農林水産業費　　6,951万円
労働費　　　　　5,777万円
予備費　　　　　5,000万円
諸支出金　　　　 321万5千円

平成
29年度

一
般
会
計
予
算
は
２８４
億
５
千
万
円
（
前
年
度
比
13
億
７
千
万
円
の
増
）

当
初
予
算
の
お
知
ら
せ

①　学力向上の推進（学習塾連携業務委託料）� 　
 

4,939千円
②　学校施設の整備（潮止中学校校舎増築実施設計委託料など）�

 

298,903千円
③　教育環境の充実（教材購入費）� 　

 

27,000千円
④　特別支援教育の充実（介助員謝礼金）� 　

 

12,600千円
⑤　幼稚園就園奨励事業�� 　

 

160,889千円
⑥　公民館・図書館の施設整備（不陸調整工事費）� 　

 

9,180千円
⑦　市民文化会館の施設整備�� 　

 

29,787千円
⑧　資料館施設の改修（視聴覚講座室改修工事費など）� 　

 

1,881千円
⑨　コミュニティ環境の整備�� 　

 

20,000千円
⑩　DV被害者等に対する相談体制の充実�� 　

 

2,594千円

教育文化・コミュニティ ～学びとつながりを大切にするまち～

①　農業の担い手の育成・確保（中川農地受け手有機肥料購入事業費補助金など）�
 

1,089千円
②　旧潮止揚水機場跡地公園の整備��

 

1,575千円
③　工業環境の整備（工場移転資金利子補給金）�

 

2,574千円
④　八潮ブランドの確立（八潮ブランド周知用チラシ印刷など）�

 

836千円
⑤　観光の振興（観光資源開発支援事業費補助金）�

 

2,900千円
⑥　観光ガイドブックの発行��

 

5,000千円

産業経済・観光4 ～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～

①　不妊検査への助成�� 　
 

2,400千円
②　生活困窮者の自立に向けた支援の充実�� 　

 

10,972千円
③　高齢者福祉の充実
　　（第7期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定業務委託料）�　

 

8,327千円
④　ＣＳ障がい者放送受信機の導入（手話・字幕放送受信機設置工事費など）�　

 

372千円
⑤　障がい者福祉の充実（障がい者行動計画・障がい福祉計画策定委託料）�

 

5,962千円
⑥　こども医療費の支給内容の拡充�� 　

 

338,878千円
⑦　子育て応援サイト・アプリの導入�� 　

 

1,159千円
⑧　誕生祝金の支給�� 　

 

23,100千円
⑨　保育所の整備�� 　

 

395,559千円

健康福祉・子育て2

1

～誰もがいきいきと暮らせるまち～

～誰もが安全で安心して暮らせるまち～

①　市街化調整区域まちづくり基本方針の策定��
 

7,650千円
②　北部拠点まちづくり事業の推進��

 

1,890千円
③　土地区画整理事業の推進��

 

1,420,798千円
④　幹線道路の整備（木曽根北線・南線舗装新設工事費）�

 

54,648千円
⑤　生活道路の整備（道路改良工事費）�

 

42,660千円
⑥　道路維持管理の充実��

 

139,502千円
⑦　公園等の改修��

 

20,449千円
⑧　葛西用水の親水化整備��

 

51,578千円
⑨　治水対策の推進（排水施設改修工事費）�

 

116,385千円
⑩　公共下水道事業の推進��

 

930,000千円
⑪　市営住宅の充実（大原団地1号棟大規模改修実施設計業務委託料）�

 

1,847千円
⑫　し尿処理施設の周辺環境整備の推進��

 

75,910千円
⑬　リサイクルプラザの長寿命化計画の策定��

 

8,406千円

都市基盤・環境5 ～快適でやすらぎと潤いのあるまち～

①　地域防災体制の充実（地域防災計画等修正業務委託料など）�
 

13,392千円
②　水防災資機材備蓄倉庫の整備�� 　

 

4,860千円
③　広域消防体制への支援�� 　

 

1,035,800千円
④　交通安全対策の推進（ゾーン30道路標示等設置工事費）� 　

 

22,583千円

防災・防犯・消防・救急3 ①　広報の充実（やしおポケットガイドマップ発行業務委託料）�
 

3,000千円
②　ふるさと納税の推進��

 

5,122千円
③　アセットマネジメントの推進��

 

25,521千円
④　新庁舎の整備（庁舎建設基本構想策定支援業務委託料など）�

 

118,006千円

新公共経営6 ～協働で経営する自主・自律のまち～
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公共下水道平面図

N

…平成２９年 ４ 月 １ 日から新たに使用できる区域

八
條
・
鶴
ケ
曽
根
・
新
町
・
二

丁
目
・
木
曽
根
・
南
川
崎
・
伊

勢
野
・
古
新
田
・
垳
・
大
原
・

大
曽
根
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
（
左

図
の
と
お
り
）

　
公
共
下
水
道
は
、
衛
生
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
い
な
い
住
み
よ
い
、
き
れ
い
な
ま
ち

に
な
り
ま
す
。

　
平
成
２９
年
４
月
１
日
現
在
、
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
は
約
７８２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
下
水
道
普
及
率

は
約
７６
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区

域
内
の
皆
さ
ん
は
、
処
理
開
始
の

日
か
ら
１
年
以
内
に
、
下
水
道
に

接
続
す
る
こ
と
が
、
条
例
な
ど
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
下
水
道
の
接
続
工
事
は
、
市
の

指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
市
の
指
定
工
事
店
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

受
益
者
負
担
金

　
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
公
共
下

水
道
を
使
用
で
き
る
土
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
２９
年
度
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
対
象
と
な
り
ま
す
。
対

象
と
な
る
方
に
は
、
内
容
確
認
・

納
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て
個
別
に

通
知
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
で
に
納
期
が
過
ぎ
て

い
る
負
担
金
の
納
入
を
ま
だ
お
済

み
で
な
い
方
は
、
す
み
や
か
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

　
大
切
な
下
水
道
管
を
い
た
め
た

り
、
詰
ま
ら
せ
た
り
し
な
い
た
め

に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
台
所
の
ゴ
ミ
や
油
は
流
さ
な
い

・
水
洗
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
生
活
用
品
は
流

さ
な
い

・
有
害
な
物
質
や
危
険
物
は
絶
対

に
流
さ
な
い

貸
付
・
補
助
制
度

水洗便所等
改造資金貸付

貸付金の限度額…４０万円（無利子）
返済方法…貸付を受けた翌月から毎
月 １万円

雨水貯留施設
設置費の補助
制度

既存浄化槽(単独・合併浄化槽)の改造
補助額… ８万円

市販の雨水貯留槽の設置
補助額…費用の ２分の １以内（限度
額 ２万 ５千円）

公
共
下
水
道
に
早
め
の
接
続
を
！

４
月
１
日
か
ら
新
た

に
使
用
で
き
る
区
域

物
下
水
道
課
☎
奮
４
２
２

65歳からの健康づくり65歳からの健康づくり
~介護予防で元気アップ~

●八潮メセナ･アネックス
腹5月10日～7月1２日（毎週水曜日・
全10回）　午前10時～11時30分、午
後1時30分～3時
払各40人（申込順）
●資料館
腹5月11日～7月13日（毎週木曜日・
全10回）　午後1時30分～3時、午後3
時15分～4時45分
払各40人（申込順）
②介護予防健康体操教室
腹5月９日㈫・1６日㈫・２２日㈪・30日
㈫、６月６日㈫・13日㈫・1９日㈪、7
月4日㈫・11日㈫、８月1日㈫　午前
10時～11時30分、午後1時～２時30分、
午後3時～4時30分
複保健センター機能訓練室
払各40人（申込順）
―①②共通―� �
覆市内在住で６5歳以上の方� �
淵専門の指導員による運動の実技指

導や自宅でできる運動紹介と実技、
運動継続のアドバイス� �
弗室内用運動靴（八潮メセナ・アネ
ックスおよび資料館は不要）、飲み
物、タオル� �
沸無料� �
仏4月14日から、窓口または電話で
長寿介護課（☎焚４４８）へ� �
※他会場の体操教室との同時参加は
できません。
③いきいきヘルスアップ（肥満予防）
教室
腹６月1日～7月２7日（６月２９日を除く
毎週木曜日・全８回）　午前10時～正
午（7月６日の調理実習日は午後0時
30分まで）
淵気軽に取り組めるダイエットとし
て、調理の工夫と運動など
弗室内用運動靴、飲み物、タオル（調
理実習日のみエプロン、三角巾）
沸無料（調理実習日のみ食材料費

500円）
④お口の健康教室
腹5月15日㈪　午後1時30分～3時30分
淵歯科衛生士による歯磨きの指導・
口
こう

腔
くう

体操・唾
だ

液
えき

腺マッサージなど
弗タオル
沸無料
⑤おいしく食べよう栄養教室
腹5月２5日㈭　午前10時～午後0時30
分
淵管理栄養士によるバランスの良い
食事についての講話や調理実習
弗エプロン、三角巾
沸500円（食材料費）
―③～⑤共通―� �
複保健センター� �
覆市内在住で６5歳以上の方� �
払各２0人（申込順）� �
仏4月14日から、窓口または電話で
長寿介護課（☎焚４４８）へ

①若返るぞ！シニア体操教室
●エイトアリーナ
腹5月８日～7月10日（毎週月曜日・
全10回）　午前10時～11時30分
払140人（申込順）
●文化スポーツセンター
腹5月1２日～7月14日（毎週金曜日・
全10回）　午前10時～11時30分
払1２0人（申込順）
●コミュニティセンター
腹5月1６日～7月1８日（毎週火曜日・
全10回）　午前10時～11時30分
払40人（申込順）
●ゆまにて
腹5月31日～８月２日（毎週水曜日・
全10回）　午後1時30分～3時
払８0人（申込順）
●八條公民館
腹5月11日～7月13日（毎週木曜日・
全10回）　午前10時～11時30分
払50人（申込順）
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緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス

　
緊
急
通
報
端
末
機
器
（
緊
急
通

報
電
話
機
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
無
線

発
信
機
）
を
貸
与
し
ま
す
。
急
病

な
ど
で
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す

と
、
受
付
セ
ン
タ
ー
か
ら
消
防
署

に
通
報
が
入
り
、
迅
速
な
救
急
活

動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
な
ど
に
関
す

る
相
談
も
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で

受
付
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
、
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緊急通報電話機ペンダント型無線発信機

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
電
話
回
線
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
一
人
暮
ら
し
で
虚
弱
な
方

▼
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
世
帯

員
が
虚
弱
な
方

▼
家
族
が
い
る
方
で
、
長
時
間
一

人
暮
ら
し
と
同
様
の
状
態
と
な
る

虚
弱
な
方

沸
機
器
の
貸
与
は
無
料
※
回
線
使

用
料
（
基
本
料
金
）、
屋
内
配
線

使
用
料
お
よ
び
通
話
料
は
利
用
者

負
担緊

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
配
布

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
入
れ

た
医
療
情
報
を
参
考
に
、
救
急
隊

員
が
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

覆
健
康
に
不
安
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

▼
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
に

属
す
る
方

▼
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
一

人
暮
ら
し
の
方

▼
65
歳
以
上
ま
た
は
心
身
に
障
が

い
の
あ
る
方
で
、
長
時
間
一
人
暮

ら
し
と
同
様
の
状
態
と
な
る
方

沸
無
料

救急医療情報キット

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援

サ
ー
ビ
ス

　
発
信
装
置
に
よ
る
位
置
探
知
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
徘
徊
し
て

い
る
高
齢
者
を
早
期
に
発
見
し
、

家
族
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

覆
徘
徊
の
症
状
が
見
ら
れ
る
認
知

症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る
同
居
家

族沸
毎
月
の
利
用
料
は
市
が
負
担
、

利
用
開
始
に
係
る
費
用（
１
万
円
）

は
利
用
者
負
担

家
具
転
倒
防
止
器
具
等

取
付
サ
ー
ビ
ス

　
た
ん
す
、
食
器
棚
、
本
棚
な
ど

の
家
具
が
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
転

倒
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
家
具

の
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
取
り
付

け
を
し
ま
す
（
１
世
帯
に
つ
き
家

具
３
点
ま
で
）。
取
り
付
け
に
は
、

く
ぎ
・
ネ
ジ
を
使
用
す
る
た
め
、

居
住
者
と
家
屋
の
所
有
者
が
別
で

あ
る
場
合
は
、
家
屋
の
所
有
者
な

ど
の
承
諾
書
が
必
要
で
す
。

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

▼
市
内
に
住
所
を
有
し
、
生
計
中

心
者
の
当
該
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税

▼
家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
を
取

り
付
け
ら
れ
る
方
が
い
な
い
世
帯

▼
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
で
構

成
さ
れ
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
方
②
身
体
障
害
者

手
帳
１
～
３
級
を
有
す
る
方
③
療

育
手
帳
Ⓐ
～
Ｂ
を
有
す
る
方
④
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

有
す
る
方
※
②
～
④
に
該
当
す
る

世
帯
は
、
障
が
い
福
祉
課
（
☎
焚

４
２
８
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

沸
無
料

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
昼
食
ま
た
は
夕
食
の
い
ず
れ
か

を
自
宅
へ
お
届
け
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

日
常
的
に
食
事
の
用
意
が
困
難
な

方▼
一
人
暮
ら
し
の
方

▼
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど

利
用
回
数　
１
週
間
に
最
大
５
回

ま
で
（
利
用
者
の
状
況
な
ど
に
よ

り
回
数
を
決
定
）

沸
１
食
350
円

紙
お
む
つ
の
給
付
サ
ー
ビ
ス

　
毎
月
中
旬
に
、
必
要
と
す
る
紙

お
む
つ
１
種
類
を
決
め
ら
れ
た
枚

数
分
、
自
宅
へ
届
け
ま
す
（
申
請

月
の
翌
月
か
ら
給
付
開
始
）。

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認

定
さ
れ
た
方

淵
次
の
①
～
④
の
中
か
ら
、
１
種

類
①
テ
ー
プ
止
め
パ
ン
ツ
＋
尿
取

り
パ
ッ
ド
②
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ
③

フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
④
尿
取
り
パ
ッ

ド※
サ
イ
ズ
（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｌ
Ｌ
）

に
よ
っ
て
、
各
パ
ン
ツ
の
枚
数
が

異
な
り
ま
す
。

沸
無
料

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　
理
容
師
ま
た
は
美
容
師
が
自
宅

を
訪
問
し
、
カ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

利
用
日　
理
容
は
、
原
則
と
し
て

月
曜
日
。
美
容
は
、
火
曜
日
お
よ

び
第
３
水
曜
日
※
事
前
に
各
理
容

・
美
容
店
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認

定
さ
れ
た
方

淵
▼
理
容
…
調
髪
＋
顔
剃
り
▼
美

容
…
（
理
美
容
券
１
枚
に
つ
き
、

①
～
③
の
い
ず
れ
か
）
①
カ
ラ
ー

（
染
め
）＋
化
粧
、マ
ニ
キ
ュ
ア
、眉

カ
ッ
ト
②
パ
ー
マ
＋
化
粧
、
マ
ニ

キ
ュ
ア
、
眉
カ
ッ
ト
③
カ
ッ
ト
＋

化
粧
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
眉
カ
ッ
ト

利
用
回
数　
年
４
回
※
福
祉
理
美

容
券
は
、
交
付
枚
数
が
申
請
月
で

異
な
り
ま
す
。

沸
無
料

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

　
寝
具
の
乾
燥
殺
菌
（
４
月
・
10

月
）
お
よ
び
丸
洗
い
殺
菌
（
７
月

・
１
月
）
を
行
い
ま
す
。

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定

さ
れ
た
方
で
、
寝
具
の
洗
濯
お
よ

び
乾
燥
が
困
難
な
方
（
寝
具
の
手

入
れ
が
で
き
る
方
が
同
居
し
て
い

る
世
帯
は
対
象
外
）

沸
無
料

高
齢
者
居
室
等
整
備

資
金
融
資
制
度

　
居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の

増
改
築
ま
た
は
改
造
工
事
を
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
し
ま

す
。

覆
市
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

所
を
有
す
る
方
で
、
60
歳
以
上
の

親
族
と
同
居
し
て
い
る
方
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
方

融
資
限
度
額　
最
高
200
万
円

償
還
方
法　
元
金
均
等
月
賦
償
還

（
償
還
期
限
10
年
以
内
）

利
子　
無
利
子

保
証
人　
市
内
に
２
年
以
上
住
所

を
有
す
る
こ
と
な
ど
、
要
件
を
満

た
す
２
人
以
上
の
保
証
人
が
必
要

※
高
齢
者
居
室
等
整
備
計
画
書
、

工
事
見
積
書
な
ど
の
書
類
が
必
要

で
す
。

高
齢
者
世
帯
等
住
み
替
え

住
宅
家
賃
助
成
制
度

　
民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居
す
る
高

齢
者
世
帯
に
対
し
、
転
居
前
後
の

家
賃
の
差
額
３
万
円
を
限
度
と
し

て
助
成
し
ま
す
（
転
居
後
の
家
賃

が
６
万
円
を
超
え
た
部
分
は
対
象

外
）。

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

▼
民
間
賃
貸
住
宅
の
取
り
壊
し
な

ど
に
よ
り
民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居

す
る
世
帯

▼
市
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯

▼
生
計
中
心
者
の
当
該
年
度
分
の

住
民
税
が
非
課
税

▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
世

帯日
常
生
活
用
具
給
付
等

サ
ー
ビ
ス

　
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器
な

ど
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
で
一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど

沸
所
得
税
課
税
状
況
に
よ
り
無
料

～
全
額
負
担
の
７
階
層

介
護
マ
ー
ク
の
配
布

　
介
護
者
が
公
衆
ト
イ
レ
に
付
き

添
う
と
き
や
、
男
性
介
護
者
が
女

性
用
衣
服
を
購
入
す
る
と
き
な
ど

に
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
介

護
マ
ー
ク
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

覆
認
知
症
高
齢
者
や
要
介
護
者
な

ど
の
介
護
を
し
て
い
る
方

沸
無
料

介護マーク

　
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
や

詳
し
い
内
容
は
、
長
寿
介
護
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
高
齢
者
在
宅

福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、
在

宅
で
生
活
し
て
い
る
方
へ
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
病
院
に
入
院
中
の
方

や
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入
所
中

の
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
中
に
入

院
・
入
所
し
た
方
や
内
容
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
必
ず
長
寿
介
護
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
で
の
生
活
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
と
、
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
８
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１
教
育
文
化・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

～
学
び
と
つ
な
が
り
を

�

大
切
に
す
る
ま
ち
～

▼
12
月
か
ら
、
教
育
資
金
貸
付
制

度
の
対
象
を
拡
大
し
、
受
付
を
開

始▼
12
月
22
日
、
八
幡
図
書
館
で
、

「
第
２
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
を
、

１
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
間
、

八
條
図
書
館
で
、「
本
の
福
袋
」

を
開
催

▼
１
月
８
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
、
74
人
が
参
加

▼
１
月
９
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

成
人
式
を
開
催
し
、
592
人
が
参
加

▼
１
月
12
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
の
修
了
式
を

行
い
、
40
人
に
修
了
証
書
を
授
与

▼
１
月
15
日
か
ら
２
月
５
日
ま
で

の
間
、「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
を
開
催

▼
１
月
21
日
か
ら
、「
学
習
塾
と

の
連
携
事
業
」
を
開
始
し
、
小
学

校
５
年
生
178
人
が
参
加

▼
１
月
25
日
か
ら
２
月
22
日
ま
で

の
間
、
八
幡
公
民
館
で
、「
シ
ニ

ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
」

な
ど
の
４
講
座
を
、
１
月
22
日
か

ら
２
月
10
日
ま
で
の
間
、
八
條
公

民
館
で
、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

・
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る
親
子
金
銭

教
育
」
な
ど
の
３
講
座
を
開
催

▼
１
月
28
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で

の
間
、
資
料
館
で
、
第
37
回
企
画

展
「『
蔵
書
』
の
世
界
―
広
が
る

書
物
と
在
村
文
化
―
」
を
、
２
月

16
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
の
間
、

季
節
展
示
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を
開

催▼
２
月
４
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

市
民
大
学
大
学
院
の
研
究
発
表
会

を
、
２
月
18
日
、
市
民
大
学
２
学

年
に
よ
る
自
主
研
究
発
表
会
を
開

催▼
２
月
12
日
・
18
日
、
や
し
お
生

涯
楽
習
館
で
、
市
民
活
動
応
援
講

座
「
ま
と
ま
る
会
議
技
法
講
座
」

を
開
催

▼
２
月
24
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
小
中
一
貫
教
育
合
同
報
告
会
」

を
実
施

２
健
康
福
祉
・
子
育
て

～
誰
も
が
い
き
い
き
と

�

暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
１
月
17
日
、「
こ
こ
ろ
の
健
康

講
座
」
を
開
催
し
、
97
人
が
参
加

▼
１
月
20
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
寿
楽
荘
で
、「
平
成
28
年
度
寿

大
学
校
」
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

31
人
が
卒
業

▼
１
月
22
日
、「
第
52
回
八
潮
市

内
一
周
駅
伝
大
会
」
を
開
催

▼
２
月
３
日
・
５
日
・
11
日
、
健

康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
事
業
「
や
し

お
毎
日
１
万
歩
運
動
」
の
閉
講
式

お
よ
び
測
定
会
を
開
催
し
、
151
人

が
参
加

▼
２
月
４
日
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
で
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
講

演
会
を
開
催
し
、
105
人
が
参
加

▼
２
月
24
日
か
ら
、
臨
時
福
祉
給

付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
申
請
書

を
発
送
し
、
受
付
を
開
始

３
防
災・防
犯・消
防・救
急

～
誰
も
が
安
全
で
安
心

�

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
～

▼
12
月
12
日
、
東
日
本
電
信
電
話

㈱
と
、「
災
害
時
用
公
衆
電
話
の

設
置
・
利
用
に
関
す
る
覚
書
」
を

締
結

▼
１
月
27
日
、「
オ
ウ
ム
真
理
教

対
策
関
係
市
区
町
連
絡
会
」
で
、

法
務
大
臣
お
よ
び
公
安
調
査
庁
長

官
に
対
し
、
問
題
解
決
に
向
け
た

法
整
備
な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動

を
実
施

▼
２
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
間
、

や
し
お
生
涯
楽
習
館
で
、「
第
26

回
八
潮
市
消
費
生
活
展
」
を
開
催

４
産
業
経
済
・
観
光

～
地
域
の
特
性
を

　
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い
と

�

活
力
の
あ
る
ま
ち
～

▼
１
月
６
日
、
ト
ラ
ッ
ク
に
八
潮

産
農
産
物
を
載
せ
た
「
新
年
初
荷

パ
レ
ー
ド
２
０
１
７
」
を
開
催

▼
１
月
11
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

「
第
42
回
八
潮
市
農
業
祭
」
に
出

品
し
た
優
秀
な
農
産
物
な
ど
の
生

産
者
を
表
彰

▼
１
月
31
日
、平
成
28
年
度
の「
八

潮
市
優
良
技
術
者
・
技
能
者
表
彰

式
」
を
開
催
し
、
２
人
を
表
彰

▼
２
月
21
日
、
市
内
で
製
造
さ
れ

た
優
れ
た
２
製
品
を
八
潮
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
認
定
し
、
認
定
式
を

開
催５

都
市
基
盤
・
環
境

～
快
適
で
や
す
ら
ぎ
と

�

潤
い
の
あ
る
ま
ち
～

▼
12
月
20
日
か
ら
２
月
24
日
ま
で

の
間
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
実
施
設
計
な
ど
の

業
務
委
託
を
６
件
、
工
事
を
２
件

発
注

▼
12
月
27
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で

の
間
、
水
路
環
境
の
改
善
お
よ
び

効
果
的
な
内
水
排
除
を
図
る
た
め
、

業
務
委
託
を
１
件
、
修
繕
を
１
件

発
注

▼
１
月
24
日
、
市
民
生
活
に
お
け

る
道
路
環
境
の
向
上
の
た
め
、
工

事
を
１
件
発
注

▼
１
月
24
日
、
借
地
公
園
の
返
還

に
伴
う
公
園
施
設
な
ど
の
撤
去
工

事
を
発
注

▼
「
地
下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並

び
に
誘
致
期
成
同
盟
会
」
で
、
２

月
６
日
に
茨
城
県
知
事
、
２
月
７

日
に
埼
玉
県
知
事
、
２
月
８
日
に

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
要
望
活

動
を
実
施

▼
２
月
９
日
、
市
街
化
調
整
区
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
地

域
ご
と
に
検
討
す
る
た
め
、
幸
之

宮
・
和
耕
地
域
で
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

▼
２
月
13
日
、
首
都
圏
新
都
市
鉄

道
㈱
に
対
し
、
東
京
駅
へ
の
延
伸

お
よ
び
八
潮
駅
へ
の
快
速
列
車
の

停
車
な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動
を

実
施

▼
２
月
16
日
、
東
武
バ
ス
セ
ン
ト

ラ
ル
㈱
に
対
し
、
バ
ス
路
線
の
新

設
、
増
便
お
よ
び
最
終
時
刻
の
延

長
な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
実

施▼
平
成
29
年
１
月
末
に
お
け
る
有

収
水
量
は
、
802
万
９
１
０
７
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
前
年
同
時
期
と
比

較
し
て
、
７
万
２
８
９
７
立
方
メ

ー
ト
ル
の
減
少

▼
水
道
料
金
の
調
定
額
は
、
消
費

税
抜
き
で
13
億
９
５
５
５
万
円
と

な
り
、
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て
、

２
１
８
３
万
円
の
減
少

▼
浄
配
水
場
の
適
正
な
機
能
維
持

を
図
る
た
め
、
12
月
21
日
か
ら
２

月
24
日
ま
で
の
間
、
修
繕
を
３
件
、

２
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、

業
務
委
託
を
２
件
発
注

▼
12
月
26
日
か
ら
１
月
24
日
ま
で

の
間
、
配
水
管
工
事
の
設
計
業
務

お
よ
び
施
工
監
理
業
務
を
２
件
、

12
月
27
日
か
ら
１
月
24
日
ま
で
の

間
、
配
水
管
布
設
替
え
お
よ
び
移

設
工
事
を
４
件
、
１
月
20
日
か
ら

２
月
７
日
ま
で
の
間
、
配
水
管
工

事
に
伴
う
舗
装
復
旧
工
事
を
３
件

発
注６

新
公
共
経
営

～
協
働
で
経
営
す
る

�

自
主
・
自
律
の
ま
ち
～

▼
今
後
の
公
共
施
設
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
考

え
て
い
く
契
機
と
な
る
よ
う
、「
ア

セ
ッ
ト
通
信
」
の
第
１
号
を
12
月

に
発
行

▼
１
月
27
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
、

八
潮
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
市
政

に
功
労
の
あ
っ
た
36
人
を
表
彰

▼
２
月
１
日
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
て
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
取
得
が
で
き
る
コ
ン
ビ

ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

ひなまつり

八潮こども夢大学修了式

　
平
成
29
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
27
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
が
開
会
初
日
に
施
政
方
針
お
よ
び
前
定
例
会
以
降

の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
（
一
部
抜
粋
。
施
政
方
針
お
よ
び
市
政
の
執
行
状
況
全
文
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）。

物
企
画
経
営
課
☎
奮
８
８
５

市
政
の
執
行
状
況

八潮ブランドに認定された「アイラッシュ
カーラー」（手前）と「おもしろ消しゴム」（奥）

アセット通信第１号

新年初荷パレード2017

第52回八潮市内一周駅伝大会

学習塾との連携事業

第26回八潮市消費生活展
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おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内
会
議
の
開
催

●
八
潮
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

の
傍
聴

腹
５
月
３０
日
㈫　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

３０
分　

複
保
健
セ
ン
タ
ー　

淵
平
成
28
年
度
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

報
告
・
平
成
29
年
度
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業

計
画
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
健
康
増
進
課
☎
995
・
３
３
８
１

八
潮
メ
セ
ナ
お
よ
び
八
潮
メ
セ
ナ・

ア
ネ
ッ
ク
ス
の
臨
時
休
館

　
館
内
清
掃
な
ど
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

腹
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
998
・
２
５
０
０

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）

申
請
受
付
中

腹
７
月
３1
日
㈪
ま
で

覆
平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方
※
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
方
を
除
く

※
支
給
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

物
八
潮
市
給
付
金
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

錆
０
１
２
０
・
840
・
920
（
受
付
＝
午
前
９

時
～
午
後
５
時
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）、
社
会
福
祉
課
☎
焚
８
１
０

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
助
成
金

覆
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
課
題
の

解
決
の
た
め
に
行
う
事
業
で
、
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
も
の

▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
活
動
場
所
を
有

す
る
こ
と
▼
構
成
員
が
５
人
以
上
で
あ
る

こ
と
▼
団
体
の
運
営
に
関
す
る
規
約
な
ど

を
定
め
て
い
る
こ
と
▼
適
切
な
会
計
処
理

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

助
成
額　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
1０
万
円
、
１
０
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）
※
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
事
業
説
明
、
専
門
委
員
に
よ
る
審
査

あ
り

仏
５
月
12
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙
（
市
民

協
働
推
進
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
）
を
市
民
協
働
推
進
課
（
☎
焚
４
６

５
）
窓
口
へ

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

補
助
金
を
交
付

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図
り
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
一

般
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

覆
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
既
存
住
宅
ま

た
は
新
築
住
宅
に
４
月
１
日
か
ら
平
成
３０

年
３
月
2０
日
ま
で
に
補
助
対
象
設
備
を
設

置
し
た
方
（
法
人
は
対
象
外
）

対
象
設
備　
「
八
潮
市
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
交
付
要
綱
」

に
適
合
す
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム補
助
金
額　
３
万
円

仏
平
成
３０
年
３
月
22
日
ま
で
に
、
所
定
の

申
請
用
紙
（
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
お
よ
び
添
付

書
類
を
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
窓
口
へ
（
郵

送
不
可
）

※
申
請
は
、
工
事
完
了
後
に
受
け
付
け
ま

す
。

※
手
続
代
行
者
に
よ
る
複
数
の
同
時
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
（
１
人
１
件
ま
で
）。

※
予
算
枠
に
達
し
次
第
締
め
切
り

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
３
３
８

野
外
焼
却（
野
焼
き
）の
禁
止

　
野
外
焼
却
と
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た

焼
却
炉
を
使
わ
ず
、
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使

用
し
て
ご
み
を
燃
や
し
た
り
、
農
地
や
庭

先
の
地
面
で
直
接
ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
り
す

る
行
為
で
す
。

　
野
外
焼
却
は
、
人
体
に
悪
影
響
を
与
え

る
と
い
わ
れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

発
生
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
煙
や
臭
い
で
気

分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
布
団
や
洗
濯
物
に

臭
い
や
汚
れ
が
つ
い
た
り
す
る
な
ど
、
近

隣
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
昨
今
、
市
民
の
大
気
汚
染
や
健
康
問
題

に
対
す
る
関
心
が
強
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

野
外
焼
却
に
関
す
る
苦
情
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」「
埼
玉
県
生
活
環

境
保
全
条
例
」
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
罰

せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
野
外
焼
却
を
発
見
し
た
場
合
や
、
野
外

焼
却
に
伴
う
煙
や
臭
い
で
お
困
り
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
火
災
の
危

険
が
あ
る
と
き
は
、
消
防
署
へ
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
３
３
８

コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽
部
の
終
了

　
６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
予
防
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
る
「
コ
バ
ト
ン
お
達
者
倶
楽

部
」
は
、
12
月
３1
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
配
布
は
、
９
月
３０

日
ま
で
と
な
り
、
平
成
３０
年
１
月
１
日
以

降
、
カ
ー
ド
は
利
用
不
可
と
な
り
ま
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
８
、
制
度
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
県
地
域
包
括
ケ

ア
課
☎
048
・
830
・
３
２
５
６

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

　本市を含む埼葛12市町では、毎年４月を「埼葛えせ同和行為対策強化月間」
と定め、同和問題の解決の妨げとなっている「えせ同和行為の排除」を呼びか
けています。

「えせ同和行為」とは
　個人、企業、行政機関などに対して、同和問題の解決に努力しているように
装い「図書等物品購入の強要」や「寄付金・賛助金の強要」など、不法・不当
な行為や要求をすることです。
　このような行為は、要求を受けた人が被害に遭うだけでなく、国民の間に同
和問題に対する誤った意識を植えつけ、新たな偏見や差別意識を生む要因とな
り、同和問題解決のために多くの人々が積み重ねてきた人権教育や啓発活動の
効果を一挙に覆す許されない行為です。

えせ同和行為は断固拒否しましょう
　えせ同和行為に対して応じる義務はありません。き然とした態度で断固拒否
し、えせ同和行為を排除しましょう。その場しのぎの安易な対応は更につけ込
まれ、同和問題の解決を遅らせることになります。

※同和問題とは…「同和地区に住んでいる」あるいは「同和地区に生まれた」
という理由で、結婚や就職、日常生活などの面で差別を受け、憲法が保障す
る「基本的人権」が侵害されるという、日本の歴史の中で生み出された、現
在もなお存在する我が国固有の重大な人権問題です。こうした中、平成28年
12月1６日から「部落差別の解消の推進に関する法律」が施行され、埼葛12市
町では同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の解決に向けて、引き続き
連携しながら、人権教育・啓発活動を積極的に推進していきます。

えせ同和行為を排除しましょう
―埼葛えせ同和行為対策強化月間―

物人権・男女共同参画課☎焚811、社会教育課☎焚365

　ボランティア講師や市職員が皆さんの元へ出向き、得意分野
や生活に役立つ情報について、講義を行います。

腹平日・休日問わず、午前9時から午後9時までの間で2時間以内
複市内
覆市内在住・在勤・在学の原則５人以上の方（メニューによっ
ては最低開催人数を設けているものがあります）

沸無料（材料費などがかかる場合あり）
仏開催日の1４日前までに、窓口、電話、ファクスまたは電子申
請で各担当課へ

　民間企業編・・・・・商工観光課☎焚４７９、鯖99５－７３６７
　教職員編・・・・・・指導課☎焚３５９、鯖998－０828
　その他メニュー・・・市民協働推進課☎焚４６５、鯖99５－７３６７

新規講座の紹介
メニュー名 講　師

あなたの知らない美術の裏側
乙
おと

葉
ば

　哲
さとし

さん
元東京都美術館・東京都現代美術館学芸員
元東京都写真美術館学芸課長

「うちの子に限って」障害受容と
その後 ＮＰＯ法人　ＷＩＳＨ ８

心のケアが必要な方の支え方 ＹＳＫ（八潮市精神障害者家族会）
「災害時避難所運営模擬体験」
～（避難所運営ゲーム＝ＨＵＧ）～ やしお孤立問題研究会

　この他のメニューなど詳しくは、市ホームページまたは公共施設に配置した
冊子をご覧ください。

生涯学習まちづくり出前講座を
ご利用ください

物市民協働推進課☎焚４６５

　
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
案
が
同
意
さ

れ
、
４
月
１
日
付
で
、
次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

（
再
任
）
加か

藤と
う　
正ま

さ

道み
ち　
氏

（
任
期　
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
３３
年
３
月
３1
日
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

案
内
案
内
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